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昨年度に弓|き つづき実施しました祝吉遺跡の発掘調査の結果を、

本市文イヒ財調査報告書第 2集 として刊行することになりました。

この調査は宮崎県教育委員会のご指導と多大のご協力によって

行なったものでありますが、特に調査の計画、実施、整備、更に

調査書の作成に献身的に従事していただいた県教育庁文イヒ課の面

高哲郎主事に負う処が大変大きく、あわせて喪心より謝意を表し

ます。

また、前回同様積極的にご協力いただきました高橋正利視吉自

治公民館長ほかの地元のかたがた、また種々ご配慮いただいた都

城市の関係部課に対してもJいからお礼を申しあげて序とします。

昭和 57年 3月 1日

都城市教育長 刀 坂 守 信
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礁腐會はじ鶉憮

祝吉遺跡は、昭和 55年 9月 、都城市区画整理課が行っている祝吉、郡元土地区画整理事業の

工事中発言された遺跡である。都城市教育委員会では、昭和 55年 9月 24日 から10月 17日

までllE和 55年度事業区の発掘調査を行い、弥生終末期の竪穴住居跡 7、 中世の住居跡及び溝状

遺構が発見されている。

昭和 55年調査された地区の東 50物 のllE和 56年度工事予定地において、道路取 り付けのた

め掘削されている法面々において竪穴住居 らしい落ち込みが、発掘調査時に確認されていた。祝

吉、郡元土地区画整理事業は、区画整理を行 うと同時に火山噴出物である御池ボラ層 (約 1笏 の

厚さがある。)を徐去 し、耕地改良を行うものである。市教育委員会では、昭和 55年 9月確認

されていた遺構の取 り扱いについて区画整I里課と協議を行ったが、工事遂行上現状保存が困難で

あったので、事前に発掘調査を行 うことになった。

発掘調査は、都城市教育委員会が主体者となり、県文化課主事面高哲郎の担当で昭和 56年 9

月 21日 から同年 11月 15日 まで実施した。

肱隧鰤骰蜀燿鰤

祝吉、郡元土地区画整理事業は、昭和 5 年より実施 されてお り、昨年度 までに今回調査

対象地の西隣まで工事は終了していた。本年度の工事は、既に 6月 より実施 されており、調査対

象地は、徴高地状に、東西 30″ t南北 90笏が残されており、その西縁の法面で昨年住居址 ら

しい落ち込みが確認 されている。調査対象地の南 200形 の工事区内でも土器片が散布していた

ことにより、祝吉遺跡は広範囲にわたるものと予想 される。

調査対象面積は約 2700″ であったが、排土置場の関係等で完掘じえたのは、約 1800″

である。

調査は、対象地の中軸線 (A一 B、 C―D)に よって 4区に分け、北西より右回 りに I、 Ⅱ、

…… 区と呼称する。重機による表土剥ぎの前に中軸線線上で包含層確認のため 0.5″ × 2笏の

試掘溝を入れる。第 1次調査の際確認されている遺物包含層である御池ボラ層上の黒色土 (ボ ラ

を若干含む)は 、厚さ30"前 後あり、黒色土層において遺構 らしい落ち込みも存在したことか

ら、遺構の残存度は良好 と予想 された。

重機による表土剥ぎ後、弥生時代の竪穴住居跡、中置の溝状遺構及び柱穴群が 1、 Ⅳ区で明瞭

凸燎儡
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に確認 され、Ⅱ、Ⅲ区では土質のため遺構プランの確認は困難であったが、整地の結果、調査区

全域に弥生時代の遺構が、北半には中山の遺構が存在することが確認された。

第 2次の調査では、弥生時代の竪穴住居跡、13(+1)、 中蹴の溝状遺構及び多数の柱穴等が

検出され、祝吉遺跡では、竪穴住居跡が第 1次の 7軒 を含め 20軒が発見されたことになる。発

掘調査は、頭初、 10月 9日 までの 20日 間の予定であったが、遺跡の重要性を鑑み、区画整理

課へ調査期間の延長を申し入れる。協議の結果、 17日 間の期間延長が行われ、 9月 21日 より

実施された調査は、最終的に 11月 15日 に終了した。

遺跡は、調査終了後、 1笏 ほど削平され、現在畑地として利用されている。

獲魃 蝙鰤蜀鰺軋 (鼈 礁図)
祝吉遺跡は、都城市祝吉町に所在し、今回調査を実施したのは、祝吉町 5702、 5703、

5707、 5108番 地である。

都城盆地中央部には、流路を北にとる大淀川が貫流している。その西岸、霧島山系東裾には成

層シラス、東岸の鰐塚山地西裾には扇状地が広がり、特に盆地東南部に発達する。こθ嘱]状地「_lこ

都城市街地はある。祝吉遺跡は、市街地の北、扇状地北縁に位置する。この付近は、大淀川支流

である沖水川により侵飾を受け低位河岸段丘状となっており、標高約 150″ 、沖水川流域に発

達する沖積地との比高差は約 10観である。遺跡北の段丘縁には、伏流水の湧き出る所があり、同様

な所は扇状地上に各所あり、泉等が形成されている。扇状地上は、遺跡の立地のための好条件を

備えているといえよう。

鍼晰藤
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第 1図 遺跡の所在地 (○印 )
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第 2次調査で検出された遺構は、 末期の竪穴住居 13、 中置の溝状遺構 5及び多数の柱

穴である。(第 2図 )遺構は検出されていないが、縄文土器片も数点出土している。

弥生時代の竪穴住居跡は I、 Ⅱ区で 7軒、Ⅲ、Ⅳ区で 6軒の計 13軒 である。住居跡の平面プ

ランは、方形を基本とし1辺 4～ 6夕 であるが、 7号住居跡のように 1辺が約 8″ にも及ぶ大型

住居跡 もある。内部施設としては、間仕切 り的機能をもつ突出部、ベッド状遺構、貯蔵穴等をも

つ。 13軒の中で、 1号 と2号は、道路建設等により西半が失われ、 3号 と4号は、中世の溝に

より切断されていた。 6号は、多量の排土下に位置していたため完掘まで至らなかった。第Ⅲ区

北西隅の中陛溝によリー部破損する 1辺 2形 の落ち込みからは、弥生終末期の上器片が出上して

いることなので、ベッド状遺構をもつ住居跡の中央床面であった可能性がある。

中世の溝は調査区北半で 5条発見されている。東よりA,B,… …と呼称することにする。検

出された溝の形態は、A,B溝 がU字形、C,D溝 がV字形 となっており、A,D溝 はL字状に

走行し、東及び北へ延びている。第Ⅲ区、第 9号住居跡の北には、炭化材が径 2.5物の範囲に平

面的に拡がる部分が 1ケ所あり、糸切 りの土師器皿を共伴していたことから、中世の溝とほぼ同

時期のものと考えられる。

斃図粽汎晰鸞蜀蝙靱 (饒 礁゙ I)

縄文時代の遺構は検出されていないが、調査第 1、 1区において、縄文土器片が数点出土して

いる。 9は、凸帯をもつ口縁部である。凸帯上にはヘラ様工具により上あるいは下方向より縦位

の短沈線文があり、凸帯直下には横走する沈線文がある。日唇部には、指頭による押圧がみられ

る。 10～ 12は胴部片である。貝穀条痕文を地文とし、横走あるいは斜走する沈線文がヘラ様

工具によって、わりに深 く施文 されている。 9～ 12は いずれも赤褐色を呈し、胎土に砂粒を含

む。焼成はよい。

肱隧鶉鰺晰蛯蜀之隧心は靱

(1)第 6号住居跡  (第 3図 )

Ⅱ区の東縁で発見された住居跡である。排土置場の関係で調査しえたのは 2分の 1であるが、

1辺約 5夕のと考えられる隅丸方形プランで胴のやや膨む竪穴住居跡である。壁は約 40翻が残

されている。突出部は各辺にあり、 4ケ所もつ。突出部は、 40～ 50翻 の幅で約 1.2″延びて

購瑾明
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0                10観第 2図 遺構分布図



お り、突出間は約 1.5～ 2.2笏 である。ベッド状遺構は全周しており、その幅は 1.5～ 2.0笏 あ

るが、突出部はベット状遺構縁までは延びていない。中央床面の平面プランは、
2分の 1の調査

のため全様は明らかでないが、突出部付近で折れている。柱穴は 2ケ所確認されている。中央床

面のほぼ中央部に60翻× 125翻 の長方形プランの落ち込みがあるが、焼土等は確認されてい

ない。貯蔵穴は 2ケ所検出されてお り、いずれも突出部のつけ根の部分に位置している。北の貯

蔵穴は径約 1%、 深さは46翻 を測 り、底付近で高杯の脚部等が出上している。南の貯蔵穴は径

約 70翻、深さ40物 を測る。

出土遺物は、土器中心で中央床面中央部に集中するが、打ちグワ片かと思われる鉄器等 も出上

している。突出部で区画された南のベッド状遺構においては、その床面にほぼ直立して、口縁部

を欠損する壺、受部を欠損する器台の脚や、扁平に近い河原石などが出土している。

0              2解

第 3図  第 6号竪穴住居跡実測図
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(2)第 7号住居跡  (第 4図 )

第Ⅱ区の南に位置し、最大規模を有する竪穴住居である。西辺及び南辺は直線的に延び、北辺

及び東辺は膨む、扁隅丸方形プランをなす。規模は中軸繰細日8.25%、 南ゴb8.loを 測 り、壁は20
翻残 されている。突出部は、東辺から南辺にかけて 3ケ所あり、幅は 35～ 60翻で 1～ 1.5″

延びている。突出間は、約 2.3形である。ベッド状遺構は、 1.5笏 から2街の幅をもって四周を

巡っているが、南辺において一部切れており、U字形を呈している。高さ約 10"で あるベ ッド
状遺構の切れている南壁には、幅 1.9御で外へ最大 60翻張 り出し部があり、径 40翻前後のピ

ットが 4ケ所近接している。ベッド状遺構切断部から北へ 1.2物 にかけては、粘土が一面検出さ

れている。その上部に径 2物の炭化材がほぼ東西方向に並んでいた。

中央床面は、五角形を呈するが、その中央部に85翻× 130翻 を測る長方形プランの落ち込
みがある。落ち込みには、幅 15翻前後の周溝が巡 り、周溝中には径約 10物の小ピットがあり、

南辺に 3ケ所、北辺に 4ケ所が検出されている。この小ピットは、何か立てていたょうでもあり、

7号住居跡内で、長さ25御、厚さ5物前後の河原石が 10個近く出上しているが、これが小ピ

ットと関係あるかないかについでは今後の検討を要する。

貯蔵穴は、東辺の突出部のつけ根で 3ケ所、西壁で 1ケ所確認されている。遺物を伴う貯蔵穴

は 2ケ所あり、特に東辺の北突出部南で確認された貯蔵穴か―ら-1よ、小型土器等が直立して出土し

ている。西壁の貯蔵穴からは床面付近で長頸壺の頸部が出土している。住居内北、ベット状遺構

上には、2ケ所の不正円形プランの竪穴があり、 1つは径 2.5笏、深さ30～ 40翻、 1っは径
1.2笏、深さ約 20物を測る。西の竪穴からは、壺、高外、手捏ね土器等が出土している。
ピットは、ベッド状遺構上、中央床面で検出さ―れているが、第 7号住居跡に伴う主柱穴はPl
～P3と 考ぇられる。いずれも径 40翻前後で深さは30～ 50翻である。ベッド状遺構上に位
置する径 2o翻前後のピットは深さが最大20御で、中腱のものと考えられる。

出土遺物は、土器、石器、鉄器等で住居内全域より出土しているが、特に中央床面南部に集中

する。出土遺物の中で注目されるのは、多くの完形の石包丁、手控ね止器、底部に貫通子しのある土

器等の出上であるo石筆丁は、中央床面南部及び東辺ベッド状遺構上のほぼ床面におぃて出土

している。底部に貫通孔のある土器は2点出土しており、 1は、径 9.1翻の鉢形土器、 1つは手

軸 である。前者は東壁際北よりでほぼ直立して、後者は南よりの西壁近くで倒立して出土し

ている。
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(3)第 9号住居跡  (第 5図 )

第Ⅳ区中ほどに位置する梯形をなす住居跡である。 9号は、北辺 4.5笏 、東辺 3.25%、 南辺

3.35Z、 西辺 4.1形 を測る規模の小さい住居跡で突出部はない。柱穴は、中央やや西よりに 1

ケ所ある。床面中央部には、緩かな傾斜をもつ落ち込みがあるが焼土はない。南隅には、径 65

翻、深さ2 5θηの竪穴があり、これは貯蔵穴とも考えられる。

9号住居跡では、貼床と考えられるものも確認されているが、北隅においては、祝吉遺跡のベッド

状遺構が削り出しであるのに対して、貼床によるベッド状遺構 らしいものも検出されている。

出土遺物は、その量は少ないが、住居内中央部を中心において、床面などから小型の鉢等が出

土している。

|

D
A!_ 1

耕土
ボラ混黒色土
ボラ混褐色土
砂層

砂質ボ趾 色土
ボラ混黒色土
ボラ,懲尉量辞や硬勤
嘲 褐角I床面)
ボラ混黒褐色土

第 5図  第 9号竪穴住居跡実沢1図
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Ⅵ

Ⅶ

Ⅷ

Ⅸ
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Ｉ

Ⅲ

Ⅳ
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(4)第 10号住居跡  (第 6図 )

調査区の南端で検出された住居跡である。平面プランは楕円形で、長径 6.OZ、 短径 5.lZの

規模をもち、間仕切 り的機能をもつ突出部が 2ケ所ある。壁高は30～ 40翻が残 されている。

住居内には、ベット状遺構が 1.2笏 から1.7物 の幅をもって巡っており、ベット状遺構の床面は、

中央床面より約 10翻高 くなっている。中央床面は五角形をなし、その中央部には、長辺 135

御、短辺 50"、 深さ約 30物が計測される二段掘 りの不正隅丸長方形の落ち込みがある。この

落ち込みから焼土は検出されていない。中央床面の隅ないし際では4個のピットが検出されてい

る。ピットは径約 30御、深さ40～ 60御 あり、ピット間は 180～ 190仰 が計沢1さ れる。

4個のピットは、住居の主柱穴と考えられる。

住居内西にある2ケ所の突出部は、それぞれ約 50翻ないし90物 の長さであり、突出間は約

2″ である。この突出部によって、ベッド状遺構が区画され、一空間が設定されている。この区

ldiさ れた部分のはぼ床面において、倒伏した朱のはいる小型甕形土器や、径 4翻前後の手押ね土

器が 4個、直立して検出され、また、朱塗 りの土器片や朱玉様のものが出土している。

中央床面西半においては、朱塗 りの大型壺片も出土している。

突出部の東の壁際には、竪穴が 3ケ所並んでいる。西端の竪穴は、長径 52ε密、短径 42物、

深さ15″である。その中央には、長さ40御、最大幅 12翻、厚さ5翻の扁平な河原石が壁へ

よりかかる状態で検出されたが、この河原石は本来竪穴に立てられていたものと考えられた。真

中の竪穴は、径約 50御、深さ12御で 1個の河原石がある。東端の壁穴は、径約 80御 、深さ

37翻 あり、わずかに壁下へはいる袋状となっている。床面からススの付着する甕形土器が出土

している。この他、東壁においても径約 55翻、深 さ21翻 の竪穴が検出されている。

10号住居跡からは、この他高杯、壺、鉢や把手かと思われる部分等が中央床面東半に集中し

て出土している。石器は、石包丁、低石、石製品が出土しているが、石包丁は、中央床面西より

の位置で、床面より10数 翻浮いた状態であった。
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(5)第 13号住居跡  (第 7図 )

調査区南で、第 11号 と接して検出された住居跡である。平面プランは長方形で長辺 4.75笏 、

短辺 4.35″ が計測される。南辺中央部に 1ケ所の突出部があり、ベット状遺構は、住居内の西

辺、南辺及び東辺の一部で確認されている。ベッド状遺構の幅は西辺で約 110働 あり、床面の

高 さは中央床面より20翻 ほど高 くなっている。ピットは 3ケ所検出されているが、柱穴と考え

られるものも中央西へ偏する径約 4 0εη、深さ40ε〃の 1ケ所である。

出土遺物は少ないが、中央床面では鉄器片、緑泥片岩のチップ等が出土している。住居跡東半

では、床面からわずかに浮いた状態であったが、弥生中期のL字状突帯をもつ甕片などが出土し

ている。

|

A′
―

0

―
B′

0         2π

第 7図  第13号竪穴住居跡実沢1図
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物饉糧

(1)第 7号住居跡出土遺物  (第 8,9図 )

壷形土器は、長頸壷 (第 8図 3)、 二重 EIl縁壷 (第 8図 4,5,6)、 短頸壷 (第 8図 8,9)

などが出土している。 3は 国径 12.1翻あり、金面にススが付着 している。国縁部は若千肥厚 し、

波状文が施文されている。頸部はヘラミガキされている。胎土は粒子が粗 く、砂質様の感を与え

る。 4～ 6は、頸部が大きく外反し、稜をつくって反転 している。反転部に波状文がみられる。

国径は 4で 13.1御 、 5で 15.0翻 、 6で 16.1翻 を測る。胎土に砂粒を含む。 8,9は 口縁部

が短 く外反し、 9の口縁端は丸くおさめられ、 8は若干つまみ上げ状となっている。肩部はあま

り張 らず、長胴形となすと考えられる。 7は、国縁部を欠損するがほぼ完形に復原できた壺であ

る。国縁部は、直線的に開き、底部は不安定な平底である。最大径は胴部中位にあり、約 22仰

と推定 される。厚さはわりに厚 く1翻内外あり、胎土に砂粒を含む。頸部及び胴部のハケロは徴

細であり、国縁部のハケロはナデ消されている。

高杯形土器は、国径 30物前後 (第 8図 1)と 20"前 後 (第 8図 2)と の 2種 ある。杯部下

半は内攣して伸び、上半部は大きく外反する。器面はヘラ磨 きである。

甕形土器 (第 9図 1)は、口縁部が内傾ぎみに立ち上が り、中ほどより外反している。国縁部

外面は、ハケにより肩部に段をつくり上へヵキ上げた後、ヨコナデされている。 2は、日径13.2

翻あり、段をつくらないカキ上げがみられ、口縁端部は丸 くおさめられている。

第 9図の 20～ 23は小形丸底土器である。国縁部が長く直線的に外上方に開き、体部は小さ

い。 20の調整は国縁部をハケ、体部はヘラミガキである。 21は 口縁部、体部ともハケロであ

る。

この他、 7号住居跡からは小形の鉢形土器、手捏ね土器が出土している。小形鉢形土器はつく

りも丁寧で、ナデ (16)、 ハケ (17)、 ヘラ (19)で 器面調整されてお り、 14に は波状

文もみられる。手捏ね土器は口径 4～ 7御で、底部は丸底である。器面に指頭痕を残すものが多

い。 12及 び 16の底部には、径 4%前後の貫通子Lが ある。

石器は、石包丁 (第 10図 1～ 6)、 砥石 (13)、 磨製石鏃未製品 (11)が ある。石包丁

は、いずれも方形であり、長さ7～ 9御、幅 4～ 5.5翻 と小形であり、穿子Lは 2 4Elを 基本とする。

石質は粘板岩である。 1は、長さ7.6御、幅 3.7物の片刃の石包丁である。穿孔は 3子しあり両面

から穿子Lさ れている。右隅には線刻画があるが、何をモチーフしたのか明確でない。 3は、両刃

の石包丁で未究の穿孔がある。未製品の磨製石鏃にも未完の穿孔がみられる。
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第 11図  第 7号竪穴住居跡出土遺物

鉄器は、地 (第 11図 3)、 鉄鏃にい壮出している。鈍は、現長 5.6翻、幅 0.9翻、刃長約 2.6翻

あり、1癌は茎部よりわずかに広 くなっているo刃部の反 りはわずかである。

その他、土製品が出土している。第 11図 1は、そろばん玉様の土製品で径 3.O ωt‐厚さ1.8御

を測る。 2は、勾玉様土製品で構円状の断面をもつ、全長 4.4仰 あり、中央に径 1開の穿子Lが 1

ケ所ある。

(2) 第 10号住居跡出土遺物  (第 12図、第 10図 12)       .

1は、二重口縁壺の国縁部で反転部に波状文が施文されている。日径 14.2翻 。

甕形土器は、日縁が外反する国縁 (10,14,15,16)と 直国する目縁 (11)がある。 10は 、

国径 11.7御、器高 13御 で最大径は胴部上位にあり13.1翻 を測る。国縁部は、内面に稜をつ

くらて外反し、外面は肩部との境に段をつくるカキ上げ後、ヨコナデされている。底部はあげ底

で指頭痕を残す。「Il径 15,7翻 、器高 14.4翻である。14,16の 口縁部の手法は、10の手法に類

似する。15は、日径 16翻、器高 14.5翻 の丸底の甕形土器である。口縁部の手法は10の手法に

類似しているが、肩部はハケ調整のあとヘラミガキされている。

17は、高杯の脚部で、ラッパ状に開く。筒部はヘラミガキである。

2～ 9は手捏ね土器で口径 4～ 7翻で多 くは指頭痕を残す。 4は、口縁部をつまみ上げ肩が張

っている。 5はハケ調整である。 12は、器台形の手捜鵡 で口径 3.0御、器高 3.6御を測る。

19は、把手と考えられる部分である。器面はヘラミガキされ、外倶1は 切 り落 され、三角状

の断‐面をなしている。

石器は石包丁 (第 10図 8)、 砥石が出土している。石包丁は、長方形で長さ9.3御、幅 5。 1

御で両面より穿子しされた 2孔をもつ。刃は片刃である。
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(3)第 13号住居跡出土遺物  (第 13図 1～ 6,8)

第 13号出土土器で甕形土器は、国縁の形態から外反するもの (1,2)T字 状突帯をもつも

の (3)、 L字状突帯をもつもの (5,6)、 刻目突帯をもつ (6)・の 4つに分類される。 1,

2は、日縁部が短かく外反し、胴部のハケは方向が一定せず短かい。 2の胴部下半には米粒大の

刺突文がみられる。 3の口縁部はT字状をなし、端部は肥厚 している。国縁部はヨコナデされ、

胴部下半は剥離が著しいがかすかにハケロがみられる。胴部中位には、 2に見られた末」突文があ

る。L字状回縁を有する4は、日縁下に1条の突帯があり、■つ|■′|テ方向の荒いハケロがみられ

る。                              |‐ ._
‐
|‐

 
‐
■ ||| |

(4) その他住居跡出土遺物  (第 14図、第 15図 )

第 14図の 1～ 6は、第 11中住居跡の出土遺物である。 2,4,5は 、西突出部つけ根で検

:8よl憮曇

'奮

[::甚 i:ilゝ i醤≧11111}][「 iラ littll:[]i'「 菫曾 I｀

4御 であ
―

オ:‐ 3・iム・小形丸底土器で、日縁部は長 く、直線的に外上方に開き、体部は小さく浅い。

国縁部はハケ調整であり、体部と口縁を画するための沈線が一条巡っている。国径 9.6働、器高

6.2翻 8■ 4は 1‐ 口縁部が短かく外反し、体部は扁球形をなす。口径 13.2翻 、器高 11.1翻 。 5
111■ ||||  ■ |‐

は、眠部が高台様になる小形鉢である。日径 10.3御 、器高 5.8翻。6は、器台で飾 溶面に稜をも

って開き |ヽ|く びれ部は上位にある。穿孔がくびれ部下にあり、上から下方向の穿子しである。

第 14図 7～ 10及び第 図 7は第 12号住居跡出土である。 7は、口縁部が短かく外反し、

長胴で丸底様
―
の底部をもつ壺形土器である。内外面のハケは粗く、肩部内面に指頭痕が見られる

国径 11.7翻 ■ヽ1向径 19.2御、器高 25.4例。 8は、日縁部が外反し、肩部より直線的に底部へ

続く甕形■拳|である。底部はあげ底で指頭痕を残す。国縁部外面に段を有しないカキ上げがみら

れる。EEl径
'4.1御

、器高 25.4開。 9は、口縁部が内彎ざみに短かく立ち上がり、扁球形の胴

部をもつ壺形土器である。最大径は胴部下半にあり、安定感のある土器である。国径 9.8御、胴

径 1,1了
彎 ,‐ ず

'12.6翻

。 10は 、日縁が短か く外反する甕形土器である。口径 15.3御 、器

高1110プ。
||■
      ‐

第16・図11,‐ 21ま、第1号住居跡床面より出土した石器である。1は、低石で幅8.3翻、金長

26.5留あリー、.画面使用.゛‐れている。石材は砂岩である。2は、軽石製品で最大幅9.0御、全長

16.3御、厚さ0,も ～2.1勧を測る。
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第 13図 第 13号竪穴住居跡出土遺物及び縄文土器
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楊場礫魏瘍茫隧鯰蝙靱

灌陪 辣 (鼈な図 饒鵞0国 )

中麟の遺構は、調査北区 (I,I区 )におい

て主として溝状遺構及び多 くの柱穴が検出され

た。溝状遺構は 5条あり、1,I区 で検出され

た南北に走行する溝は東よりA,B,C,D溝

と、Ⅳ区で検出され東西へ走行する溝をE溝 と=
呼称することにした。A,3,E溝 は断面がU~

字形をなし、C,D溝 はV字形をなしている。

A溝 は、上幅 80御、底幅 60御、深さ40

御を測 り、床面は、御池ボラ層に掘 り込まれて

いる。溝は、東、北へ L字状に走行し、床面が

若干南へ傾斜するが、御池ボラ層に掘 り込まれ

O                          15ご 籠

第 15図  第 1号竪穴住居跡出土遺物

ボラ混黒色層

御池ボラ層

粘質黒色土
ボラ混黒色土
ボラ麟 黒褐色土

無ラ混黒色土

御池ボラ層

ボラ混黒色土
ボラ混黄褐色土

黒色土混ボラ層

硬賀黒色土混ボラ層

II Ⅱ
ヽ

Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

O         l籠

第16図 溝状遺構断面図
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た床面は特別なjJn工がなされていないため、排水的機能はないと思われる。 B溝は、中央部でA

溝と結合する。

D溝は、断面V字形をなし、北及び東へ L字状に走行する。上幅 140～ 220翻 、底幅約60

翻である。 溝は、御池ボラ層に掘 り込まれ、床面は、つき固められており、厚さ2～ 3物の黒

色土混ボラ層の固い面が形成されている。床面の高さは、L字状に折れる付近が最も高 く、北及

び東へ低 くなっており、北端の底には、砂の薄い層 も認められたことから排水的機能をもってい

たと考えられる。

溝の検出された周辺では、多数の柱穴が検出されているが、建物の規模を知 りえたのは、 区

中ほどのB,D溝 上に位置する2間× 4間 (3.9″ × 9,1笏 )の掘立柱建物 1棟のみである。こ

の掘立柱建物は、柱穴がD溝の固い床面を掘 り下げていることにより、D溝より後出すると考え

られる。

罐鸞 物 (図 llM14)

中臓の遺物は、溝中及びその周辺から土師器皿、青磁、自磁、染付、陶器等が出土しているが

その量は少ない。土師 21・ は皿のみでいずれも糸切 り底である。青磁は、蓮弁文碗、櫛描文碗、盤、

線刻細蓮弁文碗、稜花小皿など13慮紀から16世紀前半に比定される青磁が出土している。自

磁は、高台を扶る小皿、碗などがあり、染付は嘉靖期のものである。陶器には、備前風摺鉢など

が出土している。この他、近陛の陶磁器 も出上している。

儡頸餞 褥

第 2次の祝吉遺跡の発掘調査では、弥生時代の竪穴住居跡 13、 中騰の溝状遺構 5及び柱穴群

が検出され、これ らの遺構に伴 う遺物の他、縄文土器 も出土 している。縄文土器は、小片で数点

と少ないが、文様の特徴よ り縄文後期前半に比定 される。弥生時代の遺物は、弥生終末期に位置

づけられるものであるが、出土土器には、新 01日両要素が認め られる。宮崎県下における弥生終

末期の資料は、古 くか ら知 られていた加納遺跡、下那珂貝塚の資料に加えて、近年、大萩遺跡、
註2              註3註 1

丸谷第 1遺跡、中無田遺跡、灰塚遺跡など調査例の増 jJnと ともに、セ ット関係など好資料 も得 ら
註4     言

れてお り、編年の確立 されていない現在、弥生終末期土器の再検討が望 まれる。

検出された13軒の竪穴住居跡の中で特に注目されるのは、 7号 と10号住居跡である。 7号

住居跡は、中軸線 8形 を越す大型の竪穴住居で多くの申 、線刻のある石包丁、また、底部

に貫通子しのある土器など特異な遺物を出土している。また、中央床面で検出された周溝及び小ピ

卜
輻
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ットを伴 う長方形プランの遺構は、その性格については今後の問題として残されるが、 7号住居

跡の性格を考えるうえで興味ある遺構である。

10号住居跡は、ベッド状遺構上に突出部によリー空間が設置されており、その空間よりの朱

のはいる小形甕形土器、直立する「警誼壮器、朱玉など出土や、南壁で検出された立石を伴 う土墳

などから、 10号住居跡の性格は、何らかの祭祀に関する住居であった可能性が高い。

祝吉遺跡では、第 1次調査で弥生時代の竪穴住居跡 7軒、第 2次調査で 13軒の計 20軒の住
註7

居跡が検出されたことなり。時期は大半が弥生終末期に位置づけられるものである。第 1次調査

では、
1住
居跡から線刻画や記号文をもつ土器等が出土しているが、第 2次調査では 1点の出土も

見ていない。このことは、第 1次調査では、石器製造の住居跡であった第 1号住居跡が、第 2次

調査では、何らかの祭祀を街彿させる住居跡が検出されていることより、第 1次で検出された住

居群と第 2次で検出された住居群とではその性格が異なるのかもしれない。

さて、今日の調査で検出された住居跡の内部施設 として、突出部、ベッ
ード状遺構、住居の壁際

に位置する貯蔵穴等がある。突出部を伴う住居跡の発見Jllは、大萩遺跡、丸谷第 1遺跡、上示野

原遺跡の他、近年、鹿児島県隼人町小田遺跡、新富町新田原遺跡の他大分県下
墓♪∬
告されてき

講晏                 註9

ている。宮崎県下における突出部の初現は従来弥生終末に限定されていたが、近年調査された新

田原遺跡では弥生中期末ないし後期初頭 に比定され、祝吉遺跡第 13号住居跡 もほぼ同時期に位

置づけら
―
れるものであり、弥生中期末には既に成立していることが判明しつつある。特に新田原

遺跡の場合、柱穴 10突出部の延長上にあり、既に完成されている感がある。

突出部の機能は、間仕切 り的機能をもつ点につぃては疑う傘1坤
はなくな 2?ァ タr‐が、間仕切

りする目的は、住居内を部屋薔Jり する場合や、住居内に一空間を設置する場合などがあり多様に

わたちているようである。突出部をもつ住居は、ベッド状遺構をもつ場合が多 く、間仕 りを行う

目的を推定する場合においては、ベッド状遺構及び、柱穴との関係を考慮する必要があろう。今

後の資料の増加をまちたい。

今回の調査で検出された溝状遺構及び柱穴は、中世でも室町時代のものと考えられる。祝吉町

内には、古石塔が多 くt北郷氏の家臣藤井家に関するものでないかとされる古石塔や、本国家管

理の肝属系古石塔などがあり、これらの古石塔が今回 、検出された遺構詳と関係あるかは明確で
註12

ない。祝吉遺跡の東隣には土師器片等の散布 も認められ、また、遺跡の東 0.8んηには、島津家発

祥の地として知 られる
.「

祝吉御所跡」もあることから、この地域での中置における考古学的調査

研究が進展することが望まれる。   1
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註 1 小林行雄、杉原荘介編「弥生土器集成 本編 1」  1964

註 2 石サ|1恒太郎「宮崎県の考古学」 吉川弘文館 1968

註 8 「大萩遺跡 (2)」 宮崎県教育委員会 1975

註 4 「九州縦貫自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書 (3】  宮崎県教育委員会 1979

註 5 野間重孝「中無田遺跡出土遺物」 宮崎考古第 5号  1979

註 6 「九州縦言自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書 (2)灰塚遺因  宮崎県教育委員会 1973

註 7 「都城市文化財調査報告書第1集、祝吉遺跡」 都城市教育委員会 1981

註 8 「上示野原遺跡」 宮崎県文化財調査報告書第 集 宮崎県教育委員会

| 1 註 9 「小田遺跡」 集人町教育委員会

議 10 昭和 56年 (1981)1月 から昭和 57年 2月 にかけて、新富町教育委員会によって調査

され、軒の堅穴住居跡が検出され、うち軒が突出部をもっている。

註 11 「大野原の遺跡」 大野町教育委員会 1980

註 12 本村秀雄氏の教示による。
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(1)溝 状 遺 構

(2)溝 状 遺 構 Dと 第 4号 竪 穴 住 居 跡
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(1)第 1 2号 竪 穴住 居 跡

(2)第 5号 竪 穴住 居 跡
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(1)第 6号 竪 穴住 居 跡

(2)第 9号 竪 穴住 居 跡
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(1)第 7号 竪 穴住 居 跡
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(2)第 7号 竪 穴住 居 跡 遺 構
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(1)第 7号 竪 穴住 居 跡 貯 蔵 穴

(2)第 7号 竪 穴住 居 跡 遺 物 出土 状 況
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(1)第 10号 竪 穴住 居 跡

(2)第 10号 竪 穴住 居 跡 出 土 状 況
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(1)第 Ⅲ Ⅳ 区 近 景

(2)第 11号 竪 穴住 居 内 貯 蔵 穴
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祝 吉 遺 跡 出 土 縄 文 土 器 ・ 第 13号 竪 穴住 居 出土 遺 物



図
版
９

第 7号 竪 穴 住 居 跡 出土 遺 物
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第 7号 竪 穴住 居 跡 出土 遺 物
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第 10号 竪 穴 住 居 跡 出土 遺 物
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第 1011号 竪 穴住 居 跡 出土 遺 物
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第 12号 竪 穴住 居 跡 出 土 遺 物
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祝 吉 遺跡 出土 中世遺物
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